
 
 
【丹波篠山市内】 
 

 
【兵庫県男女共同参画センター】 
 

 

【その他（DV 等）】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
あなたが、家族にとって重要だと思う家事を 10 個書き出し、現在の分担度合いについて、

目盛りグラフを使って確認してみましょう。負担に感じている家事、相手に助けてほしい家事
にチェックを付けてください。それからお互いのシートを照らし合わせて、負担が重いものに
ついて、例えば第三者の助けを借りること、有料サービスを利用することを検討するほか、思
い切ってその家事はやめることなども選択肢として視野に入れましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※内閣府男女共同参画局ホームページより引用 

相談の内容 相談窓口 電話 時間 その他 

人権相談 

女性のための悩み相談 

人権推進課 

（第２庁舎１階） 
552-6926 

9：00～ 

17：00 
身近な相談窓口とし

て、人権や生活上のさ

まざまな相談をお聞

きします。 

必要に応じて関係機

関へつなぎます。 

 

月～金曜日 

（祝日・年末年始を除

く） 

総合生活相談 

畑ふれあい館 552-4401 

9：00 

～  

17：00 

日置ふれあい館 556-2850 

西紀ふれあい館 593-0093 

味間ふれあい館 594-1003 

古市ふれあい館 594-1001 

ふくし総合相談窓口 
長寿福祉課 

社会福祉課 
552-5346 

8：30～ 
17：15 

どこに相談すれば良いのか
わからない等、どんなささ
いなことでも結構です 

種 類 相談方法 電話番号等 実施日時 

女性のためのなやみ相談 

（女性カウンセラー） 

電話（直通） 078-360-8551 月～土曜日       
9:30～12:00 

13:00～16:30 

面接(要予約) 078-360-8554 
月～金曜日 
土曜日 

11:00～18:40 
9:20～16:50 

 法律相談(女性弁護士) 面接のみ※なやみ相談(面接)後に予約 毎月 第２水曜日(原則) 

男性のための相談 
(男性臨床心理士) 

電話 078-360-8553 
毎月第１・３火曜日 
17:00～19:00 

女性のためのチャレンジ相談
(女性社会保険労務士等) 

電話・面接 
（要予約） 

078-360-8554 
毎月第１～４木曜日 
10:00～13:00 

情報相談(情報アドバイザー) 電話（直通） 078-360-8557 月～土曜日 9:00～17:00 

不妊・不育専門相談 

（助産師等） 

電話（直通） 078-360-1388 
毎月第 1･３土曜日 
10:00～16:00 

面接（要予約） 078-362-3250 毎月第 2 土曜日 14:00～17:00 

思いがけない妊娠（ＳＯＳ） 

（助産師等） 

電話（直通） 078-351-3400 月曜日と金曜日 10:00～16:00 

メール相談 
http://ninshinsos-sodan.com 

随時受け付け 
返信は原則として 1 週間以内 

相談先 電話番号 実施日時等 

兵庫県女性家庭センター 
(兵庫県配偶者暴力相談支援センター) 

078-732-7700 
毎日 9：00～21：00 
緊急時は 24時間対応しています 

兵庫県警察本部 ストーカー･DV 相談 078-371-7830 毎日 24 時間 

神戸地方法務局 
女性の人権ホットライン 

0570-070-810 
月～金曜日(祝日･年末年始を除く) 
8：３0～1７：１５ 

【問い合わせ先】 

丹波篠山市市民生活部人権推進課  

電話番号：079-552-6926 FAX：079-554-2332 

E メール：jinken_div@city.sasayama.hyogo.jp 

丹波篠山市男女共同参画センター情報紙 
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 毎年 9 月 10 日は、WHO 世界保健機関が定めた「世界自殺予防デー」です。 

 日本では 9 月 10 日からの 1 週間を自殺予防デーにちなんで「自殺予防週間」としていま

す。また、3 月 1 日から 3 月 31 日を「自殺対策強化月間」としています。 

 どうして日本では 3 月を「自殺対策強化月間」としているのでしょうか。 

春先のこの季節は、大人だけでなく子どもの自殺率も高くなっています。新年度を迎えると、

人事異動やクラス替えなど大きく環境が変わるかもしれません。人によってはどうなるかわか

らないという不安がどんどん大きくなり、精神的なストレスも大きくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

参考：２０２０年丹波健康福祉事務所地域保健課発行パンフレット 
 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルスで、暮らしが大きく変わるなか、一人で悩んでいませんか。 

女性相談員が対応するオンラインでのチャット相談や、女性どうしが悩みを話し合えるZOOM

居場所があります。 

あなたの気持ちが少しでも軽くなるようにお手伝いします。気軽にアクセスしてください。 

 

 
兵庫県ホームページより引用 

相談窓口 電話番号 時 間 曜 日 

健康課 ５９４－１１１７ 

8:30～17:15 

月～金曜日 

社会福祉課 ５５２－７１０２ 

市ふくし総合相談窓口 ５５２―５３４６ 

丹波健康福祉事務所 ０７９５-７３-３６５４ 
9:00～12:00 

13:00～17:00 

兵庫県いのちと心の 

サポートダイヤル 
０７８-３８２-３５６６ 

18:00～翌 8:00 

(土日祝は 24 時間) 

兵庫県こころの健康 

電話相談 
０７８-２５２ｰ４９８７ 

9:30～11:30 

13:00～15:30 
火～土曜日 

こころ・からだの不調のサイン 

・うつ症状が出てくる。（明け方目が醒める、疲れやすい、食欲がない等） 

・原因不明の身体の不調が長引いている。 

・アルコールの量が増える。 

・生活の安全や心身の健康を保てなくなるような、自暴自棄な行動をとる。 

・仕事の負担が過重である、または失敗をよくする。 

・本人にとって価値あるもの（職・地位・家族・財産など）を最近失った。 

・経済的に困窮したり、仕事上の大きな損失が出た。 

・身辺整理をしたり、急にふらっとどこかに行ってしまったりする。 

・自殺をほのめかしたり、自殺未遂に及ぶ。 

「もう生きていたくない」「消えてしまいたい」 
と打ち明けられたら・・・ 

あなただからこそ話せたということを受け止めて、 

話をはぐらかさず、訴えに耳を傾けましょう。 

聞いてもらうだけで気持ちが和らぐことがあります。 

※話を聴いて共感できていても、言葉が見つからない場合には、 

無理に言葉にしなくてもそっと寄り添っているだけで相手に気持ちは伝わります。 


